
令和6年度恩納村「アメリカホームステイプログラム」派遣事業実施要領

【１】　恩納村「アメリカホームステイプログラム」派遣事業実施要項により、中高校生を中心に募集を

【２】
(1) 恩納村に住所を有する者（令和6年4月1日現在村に住民登録がされ、引き続き住所を有する者）

(2) 恩納村内の中学校（恩納村から県内私立・公立中学校に通う者も含む）に在学中で英検３級以上の合

格者、又は沖縄県内の高等学校(通信制含む)に在学中で英検３級以上の合格者であること。

なおＴＯＥＩＣ等の検定については、英検との比較による。

(3) 英語圏での生活経験がなく、家庭等で英語を母国語として使用していない者。

(4) 将来、大学への進学又は地域・青少年団体等において活発な活動が期待できる者。

(5) 協調性を有し、主催者の計画に従って規律ある団体生活ができ、心身ともに健康な者。

(6) 郷土の歴史、文化、芸能、音楽等に関心があり、ある程度の知識を有する者。

(7) 保護者の同意及び在学中の学校長の推薦が得られる者。

(8) 世帯員(同居者)に村税等の未納がない者。

(9) 派遣決定後、指定された期日までに指定様式の健康診断書を提出できる者。

(10) ESTA(電子渡航認証システム)の申請要件を満たす者。

【３】 　「ホームステイプログラム」で学ぶ部門
(1)

(2)

社会見学・文化交換会・レクリエーション・ボランティア活動等

(3)

土・日曜日にはホストファミリーとの余暇活動

【４】 　派遣期間及び派遣場所
令和6年7月下旬から約3週間　アメリカ合衆国西海岸地域

【５】

　※　土・日・祝日を除く　午前9時～午後５時まで　添付漏れや記載誤りがあり上記期間までに補正を

　行わなかった場合は失格とする。

【６】 　募集人員
　原則として次の区分からなる高校生、中学生の計8人以内

(1)　要保護・準要保護世帯枠【1人】　次のいずれかに該当する世帯の生徒

　①現在、生活保護を受給中である世帯

　②世帯員全員が住民税非課税である世帯

　③児童扶養手当を受給している世帯

　④学校教育法の規定による就学援助を受けている世帯

(2)　うんな中学校枠　【2人】　うんな中学校に現在在籍している生徒

(3)　一般枠　【5人】　上記(1)、(2)に該当しない生徒

　ただしうんな中学校枠、要保護・準要保護世帯枠において応募者がない場合又は枠の募集定員に満た

ない場合は、その枠を一般枠に振り替えるものとする。その場合の個人負担額は、一般枠と同額とする。

【７】 　参加費等
(1) 自己負担額：約29万円

(研修費総額約73万円から、村が補助する45万円を差し引いた額。)

※要保護、準要保護世帯は、下記(2)以外の費用について全額を村が負担する。

(ただし児童扶養手当受給者証、要保護・準要保護認定通知書、保護者の住民税非課税証明書等、

要保護・準要保護相当世帯であることが確認できる書類を提出すること。)

行い、被派遣者を決定する。

　資　　格

実用的英会話の授業（日常的、社交的な英会話等）

　令和6年４月8日（月）　～　４月30日（火）午後5時まで
　募集期間

英語学習

余暇活動

野外活動
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【研修費用の内訳】

○研修費・・・・・・・・・・・・・・・\618,000

○ＥＳＴＡ申請料・・・・・・・・・・・ 約\3,000

○渡航手続き代行料・・・・・・・・・・ \9,000

○米国出入国通行税等・入国審査料等・・ \9,000

○空港使用料、空港税等・・・ \5,000

○燃油サーチャージ・・・・・ 約\86,000

(2) その他の個人負担(上記の自己負担額とは別に、以下の費用は全て個人の負担となります。)

○ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ印紙代(有効期限5ヵ年)・・・・\11,000(すでに所持している場合は不要)

※20歳未満については、有効期限５ヶ年での作成になります。

○23ｋｇを超える航空受託手荷物料金

○任意の海外旅行保険料

○準備に関しての個人的出費（スーツケースやカメラ、メモリーカード、お土産等）

○電話代、郵便料、個人的な小遣い、お土産にかかる税金

○ホームステイ先・団体行動中に発生する税、サービス料、入場料、チップ等

【８】 　応募方法
(1) 　申込先

　必要係書類を添えて恩納村教育委員会 社会教育課 社会教育係に直接申し込むこと。

(2) 　提出書類

① 　申込書（様式Ａ)写真付（正面脱帽、正服で上半身　縦4.5cm×横3.5cmの写真）・・・１通

　※　申込書は、本人直筆により記入すること。

② 　保護者同意書（様式Ｂ）・・・・・・・・・・・・・・・・１通

③ 　学校長推薦書（様式Ｃ）・・・・・・・・・・・・・・・・１通

④ 　英検等の合格を証明する写し・・・・・・・・・・・・・１通

⑤ 　作　文

　ａ．テーマ「アメリカホームステイプログラムに応募して」

　　　（応募動機、目的及び帰国後の活動や進路等の抱負などを中心にまとめること。）

　ｂ．４００字詰原稿用紙（Ａ４サイズ）３枚程度、学校名、学年、氏名を明記し、直筆で作

　　　成すること。

【９】 　募集についての周知・広報について
(1) 　村広報マイク・村広報誌・村ホームぺ－ジ等での広報や、村立中学校へ募集要項等の配付を行う。

【10】　選考と通知
(1) 　社会教育課長、学校教育課長、派遣主任指導主事、派遣指導主事、総務課長で組織する選考委員会

　で、作文、ボランティア活動歴、趣味、賞罰、技芸等を総合的に審査して選考する。

　なお必要に応じて、選考委員を追加する。

(2) 　選考の結果については、本人及びその保護者へ通知する。

(3) 　派遣決定後、指定された期日までに健康診断書(様式D)を提出すること。

【11】　辞退の報告
(1) 　被派遣者（参加者）として決定された者が個人的な都合により参加できなくなった場合には、速やかに

　村教育委員会へ報告すること。その場合、すでに納めた個人負担額の返金は行わないので留意すること。

(2) 　参加者が本人の都合により参加できない旨の通知は、5月24日（金）までとする。

【12】　派遣決定の取り消し
(1) 　派遣の決定後、ESTAの申請資格がないなどの応募資格を満たさない又は応募書類に虚位の記載が

判明した場合や、健康診断においてプログラム参加に「支障がある」と診断された場合は、その決定を

取り消すことがあるのであらかじめ留意すること。

【13】　報告書の提出
(1) 　参加者は、「ホームステイプログラム」の出発から帰国するまでの間、毎日確実に日記を付けること。

(2) 　参加者は、帰国後２週間以内に報告書（研修、授業、視察、観光等の内容）として「ホーム

　ステイにプログラムに参加して」と題し、感想文を教育委員会に提出しなければならない。

　なお、報告書と同時に、ホームステイ時の活動状況写真を提出すること。

【14】　旅券（パスポート）の申請費用は、参加者が負担する。
＜お問い合わせ＞

恩納村社会教育課 社会教育係

TEL:098-966-1210
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